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2広報いが市 2016 年（平成 28 年） ９月１日号3 広報いが市 2016 年（平成 28 年） ９月１日号

◆
青
山
中
学
校
　
　
古
市
　
弘
樹

　
語
り
手
の
瀬
越
睦
彦
さ
ん
は
、
戦
争
に

振
り
回
さ
れ
た
少
年
時
代
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
瀬
越
さ
ん
は
、「
戦
争
は
子

ど
も
の
心
ま
で
鬼
に
す
る
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
言
葉
か
ら
、
人
の
心
に
悲

し
さ
を
突
き
刺
し
た
戦
争
の
残
酷
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

◆
島
个
原
中
学
校
　
　
吉
川
　
大
翔

　
私
は
瀬
越
さ
ん
の
言
っ
て
い
た
「
戦
争

は
人
の
考
え
さ
え
も
お
か
し
く
す
る
」
と

い
う
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
人
の
性
格
さ
え
も
変
え
て
し
ま
う
ほ
ど

戦
争
は
お
そ
ろ
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

伊賀市非核平和推進
中学生         派遣団レポート

　

８
月
５
日
か
ら
２
日
間
、
市
内
の

各
中
学
校
代
表
の
生
徒
10
人
を
広
島

市
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、
71
年
前
に

起
き
た
人
類
史
上
最
初
の
原
子
爆

弾
に
よ
る
悲
惨
な
現
実
を
、
見
て
、

聞
い
て
、
肌
で
感
じ
て
、
非
核
平

和
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
を
、
生
徒
の
レ
ポ
ー
ト

か
ら
お
伝
え
し
ま
す
。

被
爆
体
験
講
話

　
11
歳
の
と
き
、
爆
心
地
か
ら
約
２
km

離
れ
た
自
宅
で
被
爆
し
た
、
瀬
越
睦
彦

さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

広島

第 12回

▲

▲

メモを取りながら、
　真剣に被爆体験者の話
　に聞き入る生徒たち

▲

「戦争を体験したこと
　のない人が、戦争はい
　けないことだとわかる
　ためにも、このような
　被爆体験講話は必要だ
　と思った。」　（生徒談）

【問い合わせ】　人権政策・男女共同参画課　☎ 47-1286　℻   47-1288

≪行程表≫
～１日目～
被爆体験講話聞き取
り⇒原爆ドーム見学
⇒千羽鶴献納⇒広島
平和記念資料館見学
～２日目～
平和記念式典参列⇒
平和演劇鑑賞



2広報いが市 2016 年（平成 28 年） ９月１日号3 広報いが市 2016 年（平成 28 年） ９月１日号

◆
緑
ケ
丘
中
学
校
　
　
中
　
瑞
希

　
広
島
の
町
は
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

　
し
か
し
、
原
爆
ド
ー
ム
は
焼
け
焦
げ
て

い
て
、
そ
の
恐
ろ
し
い
姿
か
ら
は
、
本
当

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
ん
だ
と
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
感
じ
た
悲
し
い
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

原
爆
ド
ー
ム

　
原
爆
の
惨
禍
を
伝
え
、
核
廃
絶
と
人

類
の
平
和
を
求
め
る
誓
い
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
原
爆
ド
ー
ム
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
。

どの角度から見ても
骨組みが見えている…。
建物をこんな風にしてしまう
原爆は本当に恐ろしい。

（生徒談）

▲
「実際に原爆ドームを
　間近で見て、原爆が落
　とされたときのことを
　思い浮かべてとても怖
　くなった。」　（生徒談）

▼原爆ドーム付近に設置
　されたパネル展。
　生徒たちは、広島や長
　崎に投下された原爆に
　関する資料を見ながら
　平和の尊さについて学
　びました。



4広報いが市 2016 年（平成 28 年） ９月１日号5 広報いが市 2016 年（平成 28 年） ９月１日号

◆
城
東
中
学
校
　
　
宮
本
　
京
和

　
原
爆
の
子
の
像
に
は
、
小
さ
な
子
か
ら

大
人
ま
で
全
国
の
人
た
ち
が
作
っ
た
鶴
が

捧
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
に
は
、
二
度
と
戦
争
を
し
て
ほ
し

く
な
い
、
核
兵
器
を
使
っ
て
ほ
し
く
な
い

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、
平
和

を
心
か
ら
願
う
気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。

◆
崇
広
中
学
校
　
　
平
田
　
智
千

　
平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
無
残
に
溶
け

た
皮
膚
や
顔
が
な
く
な
っ
た
少
女
の
写
真

な
ど
を
見
学
し
、
そ
れ
が
と
て
も
心
に
突

き
刺
さ
り
ま
し
た
。

　
原
爆
は
全
て
を
破
壊
す
る
の
だ
と
改
め

て
感
じ
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
気
持
ち
が
よ

り
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

◆
上
野
南
中
学
校
　
　
森
下
　
梨
乃

　
平
和
記
念
資
料
館
に
行
っ
て
、
写
真
を

見
て
と
て
も
心
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。

　
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
皮
膚

が
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
人
形
が
あ
っ
た
こ

と
で
す
。
そ
れ
を
見
て
、
本
当
に
戦
争
は

怖
い
も
の
だ
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

原
爆
の
子
の
像

　
市
内
の
中
学
生
一
人
ひ
と
り
が
折
っ

た
千
羽
鶴
を
捧
げ
ま
し
た
。

広
島
平
和
記
念
資
料
館

　
原
爆
に
よ
る
惨
状
を
示
す
写
真
や
資

料
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

▲原爆の子の像の内側には鐘があ
　り、生徒たちはその鐘を鳴らし
　て平和への祈りを捧げました。

学
校
の
み
ん
な
が

折
っ
て
く
れ
た
千
羽
鶴
を
、

し
っ
か
り
と
気
持
ち
を
込
め
て

捧
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
生
徒
談
）



4広報いが市 2016 年（平成 28 年） ９月１日号5 広報いが市 2016 年（平成 28 年） ９月１日号

平
和
記
念
式
典

　
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び
に

平
和
祈
念
式
に
参
列
し
ま
し
た
。

平
和
演
劇
鑑
賞

　
広
島
市
立
舟
入
高
等
学
校
演
劇
部
に

よ
る
演
劇
「
八
月
の
青
い
蝶
」
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。

◆
大
山
田
中
学
校
　
　
川
極
　
景
勝

　
日
本
の
人
だ
け
で
な
く
、
外
国
の
人
も

平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
て
い
た
と
こ
ろ

を
見
て
、
世
界
中
の
人
々
が
平
和
を
願
っ

て
い
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
世
界
中
の
心
が
一
つ
に
な
っ
て
、
核
兵

器
の
な
い
平
和
な
世
界
を
め
ざ
し
て
い
き

た
い
で
す
。

◆
霊
峰
中
学
校
　
　
福
永
　
怜
央

　

暑
い
中
、
世
界
各
国
や
日
本
全
国
か
ら

た
く
さ
ん
の
人
が
、原
爆
が
投
下
さ
れ
た
広

島
を
訪
れ
て
式
典
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

僕
も
、
そ
の
一
人
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
場
に
い
た
大
勢
の
人
の

世
界
平
和
を
祈
る
気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。

◆
柘
植
中
学
校
　
　
上
地
　
一
輝

　
青
い
蝶
の
標
本
に
は
、
切
な
い
少
年
の

日
の
記
憶
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
愛
す

る
人
を
簡
単
に
消
し
去
っ
て
し
ま
う
戦
争

の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
普
通
に
夢
を
持
っ
た
り
、
人
を
好
き
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
を
な
く
し
て
し
ま
う

戦
争
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

◆
阿
山
中
学
校
　
　
藤
原
　
優
佑

　
一
発
の
原
子
爆
弾
が
一
人
の
若
い
女
性

の
「
命
」
と
「
未
来
」
を
奪
い
、
少
年
の

心
を
傷
つ
け
ま
し
た
。

　
原
爆
の
被
害
と
は
、
町
が
ど
れ
だ
け
焼

け
た
と
か
目
に
見
え
る
も
の
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
、
人
の
心
を
ど
れ
だ
け
傷
つ
け
た
か

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

▲「平和記念式典に参列したのは初めて
　だった。中学校に帰ったら、今日のこ
　とを周りのみんなにしっかり伝えたい
　と思った。」　　　　　　　　（生徒談）

▲式典会場に供えられた花に折り鶴を添
　える様子。



6広報いが市 2016 年（平成 28年） ９月１日号7 広報いが市 2016 年（平成 28年） ９月１日号

〜
平
成
30
年
12
月
の
完
成
を
め
ざ
し
て
〜

 
新
庁
舎
建
設
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】
管
財
課　
☎
22
・
９
６
１
０　
℻  
24
・
２
４
４
０

《
第
１
段
階
（
計
画
）》

○
平
成
25
年
５
月　
庁
舎
整
備
計
画
検
討
委
員
会
設
置

○
平
成
25
年
10
月　
意
見
交
換
会
（
10
カ
所
11
回
、
延

べ
６
５
３
人
参
加
）・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

○
平
成
25
年
12
月　
庁
舎
整
備
計
画
検
討
委
員
会
が
庁

舎
整
備
候
補
地
を
答
申

○
平
成
26
年
２
月　
庁
舎
整
備
計
画
策
定

○
平
成
26
年
７
月　
庁
舎
の
位
置
を
決
め
る
住
民
投
票

説
明
会
（
７
カ
所
８
回
、
延
べ
４
３
３
人
参
加
）

○
平
成
26
年
８
月　
住
民
投
票

○
平
成
26
年
９
月　
移
転
条
例
の
可
決

《
第
２
段
階
（
設
計
な
ど
）》

○
平
成
26
年
12
月　
基
本
・
実
施
設
計
着
手

◆
こ
れ
ま
で
の
経
緯

投
票
率
は
42
　

．　51
％
で
、
住
民
投
票
条
例
に

定
め
ら
れ
た
成
立
要
件
（
投
票
率
50
％
以
上
）

に
達
せ
ず
、
不
成
立
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
５
月
に
検
討
を
始
め
て
か
ら
、
こ
れ

ま
で
市
民
説
明
会
な
ど
を
30
回
以
上
開
催
し
、
１
，

０
０
０
人
を
超
え
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

同
年
２
月
、
今
後
の
伊
賀
市
の
将
来
を
見
据
え
、

行
政
機
能
と
観
光
集
客
機
能
の
分
担
を
図
っ
て
い
く

方
向
が
ま
と
め
ら
れ
、行
政
機
能
を
担
う
庁
舎
は「
三

重
県
伊
賀
庁
舎
隣
接
地
に
新
築
」
と
す
る
こ
と
を
市

の
方
針
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
議
会
で
庁
舎
位

置
を
変
更
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
、
四
十
九
町
に
移

転
す
る
こ
と
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

防
災
拠
点
機
能
の
早
期
充
実
、
分
散
し
た
庁
舎
機

能
の
集
約
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
ま
た
、
市
の

財
政
状
況
や
市
民
の
将
来
負
担
を
考
慮
し
、
平
成
31

年
度
の
合
併
特
例
債
活
用
期
限
内
で
の
着
実
な
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
庁
舎
建
設
事
業
費（
建
築
工
事
費
や
造
成
工
事
費
、

用
地
取
得
費
な
ど
）：
総
額
約
64
億
円

※
財
源
に
は
、
合
併
特
例
債
（
約
46
億
円
）、
庁
舎

　
建
設
基
金
（
約
15
億
円
）
を
含
む
。

＊
合
併
特
例
債
…
借
入
金
の
７
割
に
つ
い
て
国
か
ら

　
補
て
ん
を
受
け
ら
れ
る
有
利
な
財
源

*

　

７
月
19
日
に
、
庁
舎
整
備
に
必
要
と
な
る
開
発
許
可
な

ど
の
諸
手
続
き
に
つ
い
て
、
全
て
の
許
認
可
が
整
い
ま
し

た
。
ま
た
、
７
月
29
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
臨
時
議
会
で
、

庁
舎
整
備
事
業
用
地
取
得
に
つ
い
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
年
10
月
に
工
事
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、
現
在
に
至
る

ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
り
、
今
後
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

今
後
も
着
実
な
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
と
歩
ん
で
き
た

新
庁
舎
建
設
へ
の
道
の
り

特
別
多
数
議
決
に
よ
り
出
席
議
員
の
３
分

の
２
以
上
の
賛
成
を
得
て
、
庁
舎
を
四
十
九

町
に
移
転
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

住
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

経
て
、
県
伊
賀
庁
舎
隣
接
地
案
と
現
在
地

案
の
２
案
併
記
で
市
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

（完成予想図）



お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し
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▲市民ワークショップ
　の様子。１カ所２回
　延べ50人が参加。

◆
こ
れ
か
ら
の
予
定

　

許
認
可
取
得
な
ど
工
事
発
注
の
た
め
の
準
備
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、
い
よ
い
よ
本
年
10
月
か
ら
建

設
予
定
地
で
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
敷
地
造
成
工
事
を
行
い
、
来
年
３
月
頃

に
本
体
建
築
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。
建
物

の
完
成
は
平
成
30
年
12
月
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

建設予定地
三重県伊賀庁舎

10
月
か
ら
工
事
が
始
ま
り
ま
す

計
画
地
で
盛
り
土
を
中
心
と
し
た

造
成
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

建
物
本
体
の
建
築
工
事
に
着
手
し

ま
す
。
完
成
ま
で
約
２
年
か
か
り

ま
す
。

○
平
成
27
年
５
〜
７
月

　

市
民
説
明
会
（
７
カ
所
８

回
、
延
べ
１
５
０
人
参
加
）・

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

　
○
平
成
27
年
10
月　
基
本
設
計
完
成

　
《
建
物
概
要
》　
○
構
造
：
鉄
骨
造
、
免
震
構
造

　
　
　
　
　
　
　
○
階
数
：
地
上
５
階

　
　
　
　
　
　
　
○
延
床
面
積
：
１
４
，０
１
４
㎡　

○
平
成
28
年
７
月　
許
認
可
取
得
・
用
地
取
得

《
第
３
段
階
（
施
工
〜
完
成
）》

○
平
成
28
年
９
月　
実
施
設
計
完
成

○
平
成
28
年
10
月　
造
成
工
事
開
始
予
定

○
平
成
29
年
３
月　
本
体
建
築
工
事
開
始
予
定

○
平
成
31
年
１
月
（
予
定
）　
開
庁

三重県伊賀庁舎
伊賀警察署

ハイトピア伊賀
上野市駅

桑
町
駅

伊
賀
鉄
道

新
駅
整
備
予
定
地

上野総合市民病院

名阪国道

上野 I.C.

上野東 I.C.

伊賀市役所（現在地）

友生 I.C.

新庁舎整備地
（四十九町）

用
地
取
得
の
議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
取
得
面
積
：
１
６
，１
３
５
㎡

○
取
得
金
額
：
３
億
１
，５
６
１
万
７
，０
０
０
円

※
取
得
額
は
土
地
の
鑑
定
評
価
に
よ
る
も
の
で
す
。

（完成予想図）



8広報いが市 2016 年（平成 28年） ９月１日号9 広報いが市 2016 年（平成 28年） ９月１日号

【
伊
賀
市

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
と
は
】

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
普
段
の
生
活
で
感
じ
て
い
る

こ
と
、
気
付
い
た
こ
と
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
、
今
後
の
伊
賀
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
参
考
と
す
る
も
の
で
す
。

　

第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
の
各
政
策

に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
現
状
で

の
満
足
度
」、
ま
た
「
今
後
の
重
要
性
」

を
把
握
す
る
こ
と
で
、
現
在
行
っ
て
い

る
事
業
の
分
析
や
今
後
の
進
め
方
な
ど

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

【
調
査
方
法
】　

市
内
在
住
で
、
18
歳
以
上

の
市
民
２
，２
２
２
人
を
無
作
為
に
抽
出

し
、
調
査
票
を
送
付
し
ま
し
た
。

【
調
査
期
間
】

　

２
月
18
日
〜
３
月
22
日

【
回
収
率
】

　
46
．３
％

※
１
，０
２
９
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま

　
し
た
。

【
調
査
内
容
（
質
問
）】

①
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
の
認
知
度

②
市
民
の
皆
さ
ん
の
定
住
意
識
、
ま
ち
づ
く

　
り
へ
の
参
加
意
識

③
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
第
１
次
再
生

　

計
画
で
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
掲

　
げ
て
い
る
、「
医
療・地
域
福
祉
」「
観
光・

　
農
林
業
」
に
つ
い
て

④
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
第
１
次
再
生

　
計
画
に
掲
げ
る
28
項
目
の
政
策
の
満
足
度

⑤
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
第
１
次
再
生　

　
計
画
に
掲
げ
る
28
項
目
の
政
策
の
重
要
度

⑥
暮
ら
し
の
現
状
や
考
え
に
関
す
る
こ
と

⑦
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
し

　
て
、地
域
で
暮
ら
す
上
で
不
安
な
こ
と
や
、

　

活
力
あ
る
社
会
を
め
ざ
す
た
め
に
最
も

　
重
視
す
べ
き
取
り
組
み
に
つ
い
て

【
調
査
結
果
の
抜
粋
】

●
定
住
意
識

　

今
の
と
こ
ろ
に
「
将
来
も
住
み
続
け
た

い
」
と
思
う
人
の
割
合
は
50
％
を
超
え
て

お
り
、
定
住
意
識
は
非
常
に
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
土
地
へ
の

愛
着
や
隣
近
所
と
の
付
き
合
い
を
あ
げ
ら

れ
て
い
る
割
合
が
高
く
、
一
方
で
、「
移
り

た
い
」「
で
き
れ
ば
移
り
た
い
」
理
由
と
し

て
、
通
勤
・
通
学
・
買
物
・
医
療
な
ど
、

生
活
上
の
不
便
さ
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
賀
市
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
（
市
民
意
識
調
査
）の
調
査
結
果
を
報
告
し
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
、

　
　
　
　
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

問：今のところに将来も住み続けたいですか

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
合
政
策
課　
☎
22
・
９
６
２
０　
℻  
22
・
９
６
７
２

●
定
住
意
識
（
年
齢
別
）

　

年
齢
別
に
み
る
と
、
全
体
的
に
は
年
齢

が
低
く
な
る
ほ
ど
「
移
り
た
い
」「
で
き
れ

ば
移
り
た
い
」
と
考
え
て
い
る
人
の
割
合

が
高
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
65
歳
以
上
で
は
、「
住
み
続
け
た

い
」「
で
き
れ
ば
住
み
続
け
た
い
」
と
考
え

て
い
る
人
が
85
〜
90
％
に
上
っ
て
い
ま
す
。

できれば
移りたい

できれば
住み続けたい

住み続けたい

移りたい

わからない
無回答

問：今のところに将来も住み続けたいですか（年齢別）

0 20 40 60 80 100 120

18 ～ 29歳

０ 80604020

30～ 39歳

40～ 49歳

50～ 59歳

60～ 64歳

65～ 69歳

70～ 74歳

75～ 80歳

81歳以上
（％）

（ ）内は、平成 27年の調査結果

無回答 1.4％（2.1％）

住み続けたい
52.5％（45.0％）

できれば
住み続けたい
24.1％（26.0％）

移りたい
4.5％（5.2％）

わからない
 8.4％（9.3％）

できれば移りたい
9.1％（12.4％）
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ま
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か
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急
な
ど

催
　
し
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●
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加

　

市
政
へ
の
参
加
意
欲
に
つ
い
て
は
、
半

数
を
超
え
る
人
が
、
参
加
し
た
い
と
の
意

欲
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、

参
加
し
た
い
と
は
思
わ
な
い
人
も
40
％
を

超
え
て
い
ま
す
。

●
地
域
で
暮
ら
す
上
で
不
安
な
こ
と

　
こ
の
質
問
に
対
し
て
「
生
活
の
利
便
性
」

や
「
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
」

と
答
え
た
人
の
割
合
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
、

定
住
意
識
の
中
で
、
今
の
と
こ
ろ
か
ら
移

り
た
い
と
考
え
る
理
由
と
し
て
も
あ
げ
ら

れ
て
ま
す
。

　

定
住
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
こ
う
し

た
不
安
の
解
消
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

●
活
力
あ
る
社
会
を
め
ざ
し
て

　
取
り
組
む
べ
き
こ
と

　

活
力
あ
る
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
子

育
て
支
援
や
高
齢
者
施
策
と
と
も
に
、
地

域
に
魅
力
的
で
安
定
し
た
「
し
ご
と
」
を

創
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
し
ご
と
」
が
「
ひ
と
」
を
呼
び
、「
ひ
と
」

が
さ
ら
に
「
し
ご
と
」
を
創
り
出
す
好
循

環
を
生
み
続
け
る
「
ま
ち
」
の
形
成
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
各
主
体
が

連
携
し
、
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
見
え
て
き
た

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
政
策

　

伊
賀
市
の
現
状
や
取
り
組
ん
で
い
る
政

策
に
つ
い
て
の
満
足
度
や
重
要
度
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
満
足
度
が
低
く
、
重
要
度
が

高
い
傾
向
に
あ
る
政
策
と
し
て
、
次
の
政

策
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

○
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の

　

見
守
り
と
支
え
が
十
分
な
ま
ち
づ
く
り

　
（
地
域
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者

　
福
祉
、
子
育
て
支
援
な
ど
）

○
誰
も
が
働
き
や
す
く
、
働
く
意
欲
が
持
て

　
る
ま
ち
づ
く
り
（
就
業
・
雇
用
な
ど
）

○
市
内
外
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
り
、

　

人
・
モ
ノ
・
情
報
の
流
れ
が
活
発
な
ま

　
ち
づ
く
り
（
道
路
整
備
、
市
営
住
宅
、
公

　
共
交
通
な
ど
）

○
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
の
機
会
が
持
て

　

る
ま
ち
づ
く
り
（
生
涯
学
習
、
公
民
館

　
事
業
、
図
書
館
事
業
な
ど
）

○
地
域
活
動
や
地
域
産
業
な
ど
の
担
い
手

　

が
育
ち
、
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り
（
人

　
材
育
成
、
移
住
・
交
流
な
ど
）

【
お
わ
り
に
】

　

今
回
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴

重
な
ご
意
見
を
参
考
に
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

総
合
政
策
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
①
〜
⑧
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
生
活
上
の
利
便
性
（
通
学
・
買
い
物
・
医

　
療
な
ど
）　

②
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
（
子
ど

　
も
や
高
齢
者
の
見
守
り
、
近
隣
住
民
の
交

　
流
や
助
け
合
い
）　

③
防
犯
な
ど
生
活
の
安
心
・
安
全　

④
災
害
時
の
避
難
な
ど　

⑤
地
域
活
性
化
や
産
業
・
雇
用　

⑥
伝
統
・
歴
史
の
継
承
や
文
化
の
育
成　

⑦
そ
の
他　
⑧
無
回
答

問：人口減少を克服し、活力ある社会を
めざして取り組むべきこと

介護や認知症予防など高齢者への
施策の充実で安心して暮らせる地
域をめざす取り組み　　21.2％

転出などによる人口の減少
を抑えるための、移住促進
や定住、U・I・J ターンなど
の取り組み　　9.7％

産業を振興し、雇用を拡
大させて経済を活性化さ
せる取り組み　　30.9％

子育て支援やワーク・ライフ・
バランスなどの充実により、
結婚・出産・子育ての希望を
かなえる取り組み　   21.2％

無回答　5.2％その他　2.3％地域を担う子どもの教育
環境の整備とふるさとを
慕う気持ちの醸成をめざ
す取り組み　　9.5％

（ ）内は、平成 27年の調査結果

問：市政への参加について

積極的に
参加したい
4.5％（5.1％）

できれば
参加したい
49.0％（52.4％）

参加したいとは
思わない
42.5％（39.0％）

無回答 
4.0％（3.5％）

問：地域で暮らす上で、
どのようなことに不安を感じますか

0 10 20 30 40 50 60 70 80

① 66.2％
② 46.1％
③ 42.5％

④ 36.7％
⑤ 31.7％

⑥ 8.2％
⑦ 2.0％
⑧ 4.4％

20 40 60 80０（％）
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～
10
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
～

 
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
新
し
い
総
合
事
業
）

地
域
全
体
で

高
齢
者
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

こ
の
事
業
は
、
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
地
域
住
民
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
参
画
し
、
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実

情
に
応
じ
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
支

援
が
必
要
な
人
を
地
域
で
支
え
合
う
体
制
づ
く
り
を
め
ざ

す
も
の
で
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域

全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
自
身
も
能

力
を
生
か
し
て
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

要
支
援
１・
２
の
人
の
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
介
護
保
険
の
要
支
援
１・
２
の
人
が
利
用
す

る
サ
ー
ビ
ス
は
、
国
の
一
律
の
基
準
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
市
独
自
の
基
準
で
行
う
も
の
に
移
行
し
ま
す
。

※
要
介
護
１
～
５
の
人
の
サ
ー
ビ
ス
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
介
護
予
防・生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

【
対
象
者
】　

○
介
護
保
険
で
要
支
援
１・
２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

○
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
事
業
対
象
者
に
該
当
す
る
人

従来と同等の
サービス

緩和した基準による
新しいサービス

ホームヘルパーに
よる入浴介助など
の身体介護、掃除・
買い物などの生活
援助

ホームヘルパーなどの
従事者が行う掃除や買
い物などの生活援助

シルバー人材センター
が行うゴミ出しや洗
濯物の取り入れなど
の簡易なサービス

１回あたり271円
（週 1回程度）

《30分まで》
　１回あたり 166円

（週 1回程度）
《60分まで》
　１回あたり 237円

（週 1回程度）

《15分まで》
　１回あたり100円
《30分まで》
　１回あたり150円

内　
容

利
用
料
の
め
や
す

◆介護予防・生活支援サービス事業の
　訪問型サービス（ホームヘルプサービス）

②
一
般
介
護
予
防
事
業

　

65
歳
以
上
の
人
が
介
護
予
防
の
た
め
に
週
１
回
以
上
利

用
す
る
地
域
の
サ
ロ
ン
に
対
し
、
そ
の
運
営
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
活
動
の
普
及
・
啓
発

や
住
民
主
体
の
介
護
予
防
活
動
の
育
成
・
支
援
な
ど
の
事

業
を
市
が
実
施
し
ま
す
。

従来と同等の
サービス

緩和した基準による
新しいサービス

日常生活上の支援や
機能向上トレーニン
グなどのサービス

閉じこもり予防や心身
のリフレッシュを目的
としたサービス

１回あたり 383円
（週 1回程度）

《５時間まで》
　１回あたり 245円

（週 1回程度）
《８時間まで》
　１回あたり 326円

（週 1回程度）
※事業所によってサー
　ビスの提供時間が異
　なる。

内　
容

利
用
料
の
め
や
す

◆介護予防・生活支援サービス事業の
　通所型サービス（デイサービス）

※
利
用
料
の
め
や
す
は
、
介
護
保
険
制
度
の
自
己
負
担
割

　
合
が
１
割
の
人
の
利
用
料
で
す
。

※
利
用
料
は
、
事
業
所
に
よ
っ
て
別
途
加
算
が
あ
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。
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【問い合わせ】
○介護高齢福祉課　介護予防・生活支援サービス事業　☎ 26-3939
　　　　　　　　　一般介護予防事業　☎ 22-9634　ＦＡＸ 26-3950（共通）
○地域包括支援センター　中部（本庁舎１階）　☎ 26-1521
　　　　　　　　　　　　東部サテライト（いがまち保健福祉センター内）　☎ 45-1016
　　　　　　　　　　　　南部サテライト（青山保健センター内）　☎ 52-2715

◆サービスを利用するまでの流れ

　次の①～⑥に該当するものが１つ以上ありますか。
①杖をついたり、歩行器を使用しないと一人で歩くことができない
②認知機能の低下により日常生活に支障をきたしている
③入浴や体を洗うことが自分でできない
④服薬や病気の管理のために訪問看護などの医療系サービスの利用希望がある
⑤手すりの設置などの住宅改修、福祉用具のレンタルや購入を希望する
⑥家族での介護が難しく、長時間の居場所を求めている

要介護（要支援）認定の手続き

要介護１～５

生活機能の低下
がみられる

自立した生活が
送れる

介護サービス
（介護保険）

要支援１・２ 非該当

「基本チェックリスト」による判定
＊基本チェックリスト（全 25項目）
　「はい」「いいえ」で答えていただく質問票で、
地域包括支援センター・介護高齢福祉課・各支所住
民福祉課にあります。閉じこもりやうつ症状など
の要因になりやすい生活機能について確認します。

*

介護予防サービス
（介護保険）

一般介護予防事業

介護予防・
生活支援サービス事業

まずはお住まいの地域を担当する地域包括支援
センターもしくは介護高齢福祉課・各支所住民
福祉課へご相談ください。

はい いいえ

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
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【対象者】　市内に住所があり、左ページの表の対象年齢に該当する人
※同一年度内に同じ項目の検診は受けられません。
※現在すでに気になる症状がある場合は医療機関で受診してください。
※すでに平成 28 年７月以降に医療機関でがん検診を受診した人は受診できません。

集団がん検診・若年者健診（後期分）

※期間中はこの電話番号への予約のみ受け付けます。（９月 12 日㈪以降はいがまち保健
　福祉センター・青山保健センターでも電話予約を受け付けます。）
※市役所や保健センターへの来所・郵送・ファックス・Ｅメールでの予約はできません。
※予約の受付開始日は電話がかかりにくくなることが予想されますが、ご了承ください。
※定員になり次第締め切ります。

予約電話：健康推進課 ☎ 22-9653　
（９月７日㈬～９日㈮　午前８時 30 分～午後５時 15 分）

検診日時
（受付時間） 検診場所 胃がん 大腸がん 前立腺がん 子宮頸がん 乳がん 若年者健診

１台 50 人 定員なし 定員なし 100 人 １台 70 人 50 人
10 月 15 日㈯
　9：00 ～ 11：30 大山田保健センター ● ● ● ●

10 月 23 日㈰ 
　9：00 ～ 11：30 青山公民館 ● ● ● ● ●２台 ●

11 月　５日㈯
　9：00 ～ 11：30 阿山保健福祉センター ●２台 ● ● ● ●２台 ●

11 月 19 日㈯
　9：00 ～ 11：30 いがまち保健福祉センター ● ● ● ● ● ●

受
付
開
始
日
：
９
月
７
日
㈬

検診日時
（受付時間） 検診場所 胃がん 大腸がん 前立腺がん 子宮頸がん 乳がん 若年者健診

１台 50 人 定員なし 定員なし 100 人 １台 70 人 50 人
11 月 11 日㈮  
　9：00 ～ 11：30

ゆめぽりすセンター

● ● ● ●

11 月 22 日㈫
　9：00 ～ 11：30 ● ● ●

12 月 11 日㈰ 
　9：00 ～ 11：30 ●２台 ● ● ● ● ●

13：30 ～ 15：00 ● ● ●
平成 29 年
３月 11 日㈯
　9：00 ～ 11：30

● ● ● ● ●

※12 月 11 日㈰は子どもが遊べるキッズコーナーを設けますので、小さい子どもがいる人もお申し込みください。

受
付
開
始
日
：
９
月
８
日
㈭

検診日時
（受付時間） 検診場所 胃がん 大腸がん 前立腺がん 子宮頸がん 乳がん 若年者健診

１台 50 人 定員なし 定員なし 100 人 １台 70 人 50 人
 ９月 19 日（月・祝） 
　9：00 ～ 11：30 ゆめぽりすセンター ●２台 ● ● ● ●２台

※定員に達
　したため、
　受付終了

13：30 ～ 15：00 ● ● ●
 9 月 22 日（木・祝） 
　9：00 ～ 11：30 島ヶ原支所 ●２台 ● ● ● ●

10 月７日㈮ 
　9：00 ～ 11：30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ●２台

13：30 ～ 15：00 ● ● ●

現
在
受
付
中

※８月 22 日㈪現在（申込先・問い合わせは左ページに記載）

申込時に次の項目を
お聞きしますので、
準備してからお電話
ください。
○氏名　○生年月日
○住所　○電話番号
○希望検診日
○希望検診名

～がん検診無料受診券（はがき）を忘れていませんか？～
　　子宮頸がん・乳がん検診の対象者には無料受診券（はがき）を送付していますので、
　ぜひこの機会に受診してください。紛失した場合は再発行できます。
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検診名 対象者
自己負担額

内容・注意事項
74 歳以下 75 歳以上

胃がん
検診

20 歳以上の人
（平成９年４月１日
以前に生まれた人）

1,100 円 400 円

バリウムを飲んで胃部レントゲン撮影をします。前日の午
後 10 時以降は飲食しないでください。
※胃の手術を受けた人や妊娠している人は受診できません。
※むせやすい人や飲み込みにくい人は医療機関で受診して
　ください。

大腸がん
検診

20 歳以上の人
（平成９年４月１日
以前に生まれた人）

400 円 100 円
事前に容器をお渡ししますので、２日分の採便をしてお持
ちください。
※生理中の人は受診できません。　

前立腺がん
検診

50 歳以上の男性
（昭和 42 年４月１日

以前に生まれた人）
600 円 200 円 血液検査です。

子宮頸がん
検診

20 歳以上の女性
（平成９年４月１日
以前に生まれた人）

1,400 円 400 円
子宮頸部細胞の採取と視診です。
※生理中の人は受診できません。
※子宮の手術を受けた人はかかりつけ医とご相談ください。

乳がん
検診

30 歳以上の女性
（昭和 62 年４月１日

以前に生まれた人）
1,600 円 400 円

乳がんの自己検診法の説明と乳房レントゲン撮影（マンモグ
ラフィー）です。レントゲン撮影は、乳房をプラスチック
の板で挟んで撮影する方法です。（多少の痛みを伴います。）
※妊娠中・授乳中・断乳後 1 年未満の人は受診できません。

若年者
健診

昭和 52 年 4 月１日～
平成 9 年 4 月 1 日に

生まれた人
2,800 円

身体測定・尿検査・血圧測定・血液検査・心電図・診察な
どを行います。食事により血液データが変わることがある
ので、できるだけ空腹でお越しください。

《対象者・注意事項など》　※受診時には自己負担金を持参してください。

※ 65 歳以上で一定の障がいがあり、後期高齢者医療被保険者証をお持ちの人は、75 歳
　以上の人の自己負担額をお支払いください。
※生活保護世帯の人は無料です。
※生活保護世帯の人または 65 ～ 74 歳で後期高齢者医療被保険者に該当する人は予約時
　にお伝えいただくか、検診日に受付で証明になるものを提示してください。
※無料受診券対象の人は、無料受診券（はがき）と健康保険証を提示してください。

◆現在受付中の検診と
　９月 12 日㈪以降の申込先・問い合わせ
○健康推進課　☎ 22-9653
○いがまち保健福祉センター（地域包括支援
　センター東部サテライト）　☎ 45-1016
○青山保健センター（地域包括支援センター
　南部サテライト）　☎ 52-2280

　　　　　　　集団がん検診と併せて
伊賀市国民健康保険 集団特定健康診査を受診しませんか

【対象者】　40 ～ 74 歳の伊賀市国民健康保険加入者
【自己負担金】　500 円
【健診の内容】　身体測定・尿検査・血圧測定・血液
検査・心電図・診察など
※食事により血液データが変わることがあるため、
　できるだけ空腹で受診してください。

【持ち物】　受診券・健康保険証
※事前申し込みが必要です。　
※受診券を紛失した場合は再発行できます。

健診日（受付時間） 健診場所
10 月 23 日㈰

9：00 ～
11：30

青山公民館
11 月　５日㈯ 阿山保健福祉センター
11 月 19 日㈯ いがまち保健福祉センター
12 月 11 日㈰ ゆめぽりすセンター

◆健診の日程

※すでに 7 月以降に医療機関で伊賀市国民健康保険
　特定健診を受診した人、または簡易人間ドックを
　受診した人は、受診できません。

【申込先・問い合わせ】　保険年金課　☎ 22-9659

定期的な検診で病気の早期発見・早期治療を
　市では、がん検診の受診をすすめています。定期的に受診
し、病気の予防と早期治療で健康づくりに努めましょう。
　なお、広報いが市では、感染症や胃がんなど、さまざまな
病気の原因やその予防・治療をテーマにしたコラム「カラダ
のことおしえて！」を奇数月の１日号に掲載していますので、
ぜひご覧ください。



14広報いが市 2016 年（平成 28年） ９月１日号15 広報いが市 2016 年（平成 28年） ９月１日号

　

２
０
３
０
（
平
成
42
）
年
度
ま

で
に
施
設
の
総
延
床
面
積
の
34
％

縮
減
を
め
ざ
し
、
昨
年
度
か
ら
第
１

期
実
行
計
画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
99
施
設
の
具
体
的
な
検
討

を
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

３
原
則
「
総
量
の
縮
減
」「
機
能

の
複
合
化
」「
運
営
の
適
正
化
」

に
基
づ
き
、
進
め
て
い
ま
す
。　

　
（
管
財
課
）

公
共
施
設

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今
年

度
、
市
が
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
子
育
て
や
移
住
交
流
、

公
共
施
設
の
見
直
し
な
ど
の
施

策
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
「
今
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
今
年
度
の
こ
れ
ま
で

の
事
業
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

知
っ
て
ほ
し
い
！

伝
え
た
い
！

　
４
月
か
ら
開
設
し
た

子
育
て
相
談
広
場
「
に

ん
に
ん
パ
ー
ク
」
は
、
子
育
て

中
の
親
子
が
自
然
の
中
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

遊
べ
る
広
場
で
す
。

　

９
月
25
日
㈰
に
は
、

「
葉
っ
ぱ
de
に
ん
に
ん
」

を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
こ
ど
も
未
来
課
）

子
育
て

移
住
・
交
流

　

今
年
度
、
地
域
づ
く
り
推
進
課
に
「
移
住
交
流

係
」
を
新
設
、「
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
が
就
任

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
移
住
相
談
に
総
合
的
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
京
や
大
阪
な
ど
で

開
催
さ
れ
る
移
住
相
談
会
に
も

積
極
的
に
出
展
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
地
域
づ
く
り
推
進
課
）

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
移
住
相
談
に
総
合
的
に
対
応
で

《
問
い
合
わ
せ
》　
管
財
課　
☎
22
・
９
６
１
０　
℻  
24
・
２
４
４
０

　
こ
ど
も
未
来
課　
☎
22
・
９
６
７
７　
℻  
22
・
９
６
４
６

　
地
域
づ
く
り
推
進
課　
☎
22
・
９
６
３
９　
℻  
22
・
９
６
９
４

伊
賀
市
の
今
〝

〝

ん
に
ん
パ
ー
ク
」
は
、
子
育
て

中
の
親
子
が
自
然
の
中
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

遊
べ
る
広
場
で
す
。

　

９
月

「
葉
っ
ぱ

を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

で

ごみを減らすための 4
よん

R
あーる

運動
◆ みんなで考えよう、ごみのこと

　市では、ごみの減量・リサイクルを進めるため「4R
運動」を推進しています。
　「4R運動」とは、次の４つの英語の頭文字（Ｒ）を
とった運動で、日常生活の中でこれら４つのＲを実行
し、ごみを減らす取り組みのことです。

　 efuse（リフューズ）
～ごみになるものは断りましょう～
○すぐにごみになるものはもらわない。
○マイバッグを持参し、レジ袋や過剰包
　装を断る。

　 educe（リデュース）
～ごみになるものを減らしましょう～
○ごみが余分に増えないように、詰め替え商
　品を利用する。
○食料品は余らないよう計画的に購入し、使い切る。

　 euse（リユース）
～物を繰り返し使いましょう～
○長く使えそうな商品を選ぶ。修理して大切に使う。
○いらなくなったら別の使い方を考える。欲しい人に
　譲る。
○繰り返し使用できる容器の商品を選ぶ。

　 ecycle（リサイクル）
～資源として再利用しましょう～
○正しく分別し、資源物として出す。
○リサイクル可能な商品やリサイクルされた商品を選ぶ。
　
　

【問い合わせ】廃棄物対策課
　☎ 20-1050　℻   20-2575

　ごみを減らすためには、一人ひとりがごみを減
らす工夫をすることが大切です。
　そこで、ごみを減らすポイント「４つのＲ」を
心がけて、環境にやさしく、大切な資源として生
かす取り組みを始めてみませんか。

R

R

R

R
断る

発生を抑制する

再生利用する

再利用する



市ホームページアドレス　http://www.city.iga.lg.jp/

14広報いが市 2016 年（平成 28年） ９月１日号15 広報いが市 2016 年（平成 28年） ９月１日号

お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

今月の納税
●納期限　９月 30日 （金）●納期限　９月 30日 （金）

納期限内に納めましょう
国民健康保険税（３期）
※納税は便利な口座振替で
【問い合わせ】
　収税課　☎ 22-9612

寝たきり高齢者等福祉手当お知
らせ
お知
らせ

【対象者】
　①と②に該当する人
①次のいずれかの状態が６カ月以上
　継続している
○介護認定が要介護４または５である
○自立した生活が困難な重度の認知
　症（日常生活自立度が「Ｍ」）で
　ある
②月の 1/3 以上が在宅生活である
【支給額】　月額 3,000 円
※次に該当するときは支給対象外
①特別障害者手当・経過的福祉手当
　（いずれも国の手当）または重度
　障害者福祉手当（市の手当）の受
　給資格がある人
②病院や介護保険施設などに３カ月
　以上継続して入院または入所して
　いる人
【支給月】　年２回（４月・10月）
【受給方法】　本人からの請求により
支給します。

【提出先・問い合わせ】
　介護高齢福祉課
　☎ 22-9634　℻  26-3950
　各支所住民福祉課

◆状況届を提出してください
　現在、寝たきり高齢者等福祉手当
を受給している人は、受給資格確認
のため、状況届を提出してください。
【提出期限】　９月 23日㈮

重度障害者（児）福祉手当お知
らせ
お知
らせ

◆重度障害者福祉手当
【対象者】
　次の①～④のすべてに該当する人
① 20歳以上の人
②在宅で常時床についている状態ま
　たは外出困難な状態
③家族などほかの人の介護を必要と
　する程度の障がい　　
④次のいずれかの手帳を持っている人
○身体障害者手帳１～３級
○療育手帳A1（最重度）・A2（重
　度）・B1（中度）
○精神障害者保健福祉手帳１級
【支給額】　月額 3,000 円
※次に該当するときは支給対象外
①特別障害者手当、経過的福祉手当
　（いずれも国の手当）または寝たき
　り高齢者等福祉手当の受給資格が
　ある人
②病院や診療所などに３カ月以上継
　続して入院している人
【支給月】
　年２回（４月・10月）
【受給方法】
　本人からの請求により支給します
が、認定については本人の障がいの
状態や介護の状況について審査を行
うなどの規定があります。

　
◆重度障害児福祉手当
【対象者】
　次の①②に該当する人
①３歳以上 20歳未満の人
②次のいずれかの手帳を持っている
　児童の保護者
○身体障害者手帳１～３級
○療育手帳A1（最重度）・A2（重
　度）・B1（中度）
○精神障害者保健福祉手帳１級
【支給額】　月額 5,000 円
※障害児福祉手当（国の手当）の受
　給資格があるときは支給対象外。
【支給月】
　年２回（４月・10月）
【受給方法】　保護者からの請求によ
り支給します。
【提出先・問い合わせ】
　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻  22-9662
　各支所住民福祉課

◆状況届を提出してください
　現在、重度障害者福祉手当を受
給している人は、受給資格確認の
ため、状況届を提出してください。
【提出期限】　９月 26日㈪秋の全国交通安全運動お知

らせ
お知
らせ

【運動期間】　９月21日㈬～30日㈮
【運動の基本】
　子どもと高齢者の交通事故防止
【運動の重点】
○横断歩道における歩行者優先の徹底
○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車
　乗用中の交通事故防止（特に、反
　射材用品等の着用の推進及び自転
　車前照灯の点灯の徹底）
○後部座席を含めた全ての座席の
　シートベルトとチャイルドシート
　の正しい着用の徹底
○飲酒運転の根絶
◆９月 30日は交通事故死ゼロを目
指す日
　記録の残る 1968（昭和 43）年
以降、毎日、全国のどこかで交通死
亡事故が発生しています。一人ひと
りが交通ルールを守りましょう。
【問い合わせ】　市民生活課
　☎ 22-9638　℻  22-9641

9月 20日～26日は
動物愛護週間です

お知
らせ
お知
らせ

～いつも、いっしょ。だから、一生。～
　動物愛護週間は、
動物を愛する気持
ちと動物の正しい
飼い方について、皆
さんに関心を持っ
てもらうための週
間です。
　最後まで責任を
持って飼うことは飼

い主の義務です。病気になっても、年
をとっても家族の一員として最後まで
愛情と責任を持って飼いましょう。
　また、あなたのペットが周りの人
に迷惑をかけていないか気を配り、飼
い主としてのマナーを守りましょう。
　不幸な動物を増やさないために、
飼う前に命を預かる責任について考
えましょう。
◆動物の習性を理解し、最後まで責
任を持って飼いましょう
　犬や猫は10年以上生きる動物で
す。最後まで責任を持って飼えるか、
飼う前に家族みんなで考えましょう。
◆近隣に迷惑をかけないようにしま
しょう
　「三重県動物の愛護及び管理に関
する条例」で、犬の放し飼いは禁止
されています。また、鳴き声やふん
尿などで近隣に迷惑をかけないよう
にしましょう。
◆むやみに繁殖させないようにしま
しょう
　捨て犬・捨て猫などを増やさない
ように、繁殖を希望しない場合は、
不妊・去勢手術を受けさせましょう。
◆飼い主を明らかにしましょう
　迷子や盗難を防ぐため、鑑札・マ
イクロチップなどの標識をつけま
しょう。
【問い合わせ】　市民生活課
　☎ 22-9638　℻  22-9641
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いがまち人権パネル展催し

【と　き】
　９月６日㈫～ 23日㈮
　午前９時～午後５時
※土・日曜日、祝日を除く。
※ 16日㈮・21日㈬は午後７時 30
　分まで延長して開館します。
【ところ】
　いがまち人権センター
【内　容】
　「しらさぎ識字学級25年のあゆみ」
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　FAX 45-9130

寺田市民館
「じんけん」パネル展

催し

【と　き】
　９月 29日㈭まで
　午前８時 30分～午後５時
※土・日曜日、祝日を除く。
【ところ】
　寺田教育集会所　第１会議室
【内　容】
　「『伊賀市における部落差別をはじ
めとするあらゆる差別の撤廃に関す
る条例』・『伊賀市人権尊重都市宣言』」
　2004（平成 16）年 11月、伊賀
市の誕生とともにこの条例を制定
し、その翌年には人権尊重都市「伊
賀市」を宣言しました。
　全ての市民の人権が尊重される明
るく住みよい市を築くため、市がど
のような取り組みを行ったのか、も
う一度振り返ってみましょう。
【問い合わせ】
　寺田市民館
　☎／FAX 23-8728

第３回あやま人権・
同和問題学習講座

催し

　一人ひとりが尊重され、誰もが参
画できる人権社会をめざして、講座
を年４回開催しています。
【と　き】
　10 月７日㈮　午後７時 30 分～
（受付：午後７時～）
【ところ】
　阿山保健福祉センター　ホール
【演　題】
　「子どもたちの社会的自立をどの
ように育むのか～特に、学校と家庭・
地域の連携を意識して～」
【講　師】
　(公社)全国人権教育研究協議会
　代表理事　桒原　成壽さん
【問い合わせ】　阿山公民館
　☎ 43-0154　FAX 43-9019

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

催し

【と　き】　９月 27日㈫
　午後 1時 30分～ 4時
【ところ】
　名張市武道交流館いきいき（名張
市蔵持町里 2928番地）
【参加費】　200円
※認知症の人は無料。家族の会会員
　は 100 円。認知症の人が参加す
　る場合は、事前に連絡してください。
【問い合わせ】
　地域包括支援センター（中部にん
にんサポート伊賀）
　☎ 26-1521　FAX 24-7511

国民健康保険被保険者証を
お送りします

お知
らせ
お知
らせ

　現在お持ちの被保険者証の有効期
限は、９月 30 日です。10 月１日
から使える被保険者証は９月 15日
以降に順次、簡易書留郵便でお届け
します。10月からは新しい被保険
者証で診療を受けてください。
◆記載内容に誤りがないか確認して
ください
　記載内容に誤りがある場合や被保
険者証が届かない場合はご連絡くだ
さい。
◆有効期限を確認してください
　有効期限は原則１年（平成 29年
９月 30日まで）ですが、次の場合
は期限が異なります。
① 75 歳になる人は、75 歳になる
　誕生日の前日まで
②退職者医療被保険者の人は、65
　歳になる月の月末まで（１日生ま
　れの人は前月末まで）
※退職被保険者の被扶養者は、退職
　被保険者本人か、被扶養者自身が
　65歳になる月のいずれか早いほ
　うの月末まで（１日生まれの人は
　前月末まで）
◆期限切れの被保険者証について
　期限切れの被保険者証は、保険年
金課または各支所住民福祉課の担当
窓口へ返却するか、破棄してください。
【配達に関する問い合わせ】
　日本郵便㈱上野郵便局
　☎ 21-3232
※９月 14日～ 29日の間に限る。
【問い合わせ】
　保険年金課
　☎ 22-9659　FAX 26-0151

森林に関係する主な届出制度お知
らせ
お知
らせ

　次のときは、届出が必要です。
◆森林の土地を取得したとき
　売買や相続などにより、森林の土
地を取得したとき
【届出の名称】
　「森林の土地の所有者届出書」
【届出義務者】
　森林の土地を取得した者
◆森林の立木を伐採するとき
　森林整備計画に従った適切な施業
をするため、間伐を含む立木を伐採
するとき
【届出の名称】
　「伐採及び伐採後の造林の届出書」
【届出義務者】
　森林所有者や伐採業者
◆森林の土地を売買するとき
　水源地域内で森林の売買などの契
約をしようとするとき（事前の届出）
【届出の名称】
　「土地の所有権等の移転等の届出書」
【届出義務者】
　水源地域内の土地所有者（売主）
【届出先】
　三重県伊賀農林事務所（四十九町
2802番地）
　☎ 24-8142　FAX 24-8112
　各法令や森林法の保安林制度など
に基づく許認可が必要な場合があり
ますのでご確認ください。
　詳しくは、お問い合わせいただく
か、市ホームページをご覧ください。　
【問い合わせ】　農林振興課
　☎ 43-2301　FAX 43-2313

お詫びと訂正お知
らせ
お知
らせ

　広報いが市８月１日号 20ページ
に掲載した「市長の伊賀じまん」の
記事の内容に誤りがありました。
　お詫びして訂正します。
誤）悲忱　正）棐

ひ

忱
しん

【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　FAX 22-9617

　

●９月 15日（木）
　午後１時～４時
　阿山保健福祉センター

献血のご案内
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介護予防教室「お達者教室」募集

　要介護状態の予防には「からだを
動かすことの継続」と「お口の健康
の維持」が大切です。
　楽しく、無理のない運動を行って
筋力をつけ、お口の健康を保ち、ま
すます元気になりましょう !
【とき・ところ】　①②のいずれかを
選択してください。
①ゆめぽりすセンター
　10 月 17 日㈪・31 日㈪、11 月
８日㈫・21日㈪
②いがまち保健福祉センター
　11月４日㈮・11日㈮・15日㈫・
25日㈮
※いずれも午後２時～３時 30分
※同じ会場で４回連続受講していた
　だきます。
【対象者】　市内在住の 65歳以上の
人（原則、全部の回に参加できる人）
【内　容】　運動指導（実技）、お口
の健康の話・体験、脳のトレーニン
グ・レクリエーションなど
【定　員】　各会場 30人　※先着順
【持ち物】　水分補給できるもの、運
動のできる服装
【申込方法】　電話
【申込期間】　9月12日㈪～23日㈮
【申込先・問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　FAX 24-7511

税理士相談会募集

　税金・会計のことでお悩みの人は、
お気軽にご相談ください。
【と　き】　９月 10日㈯
　午後 1時 30分～４時 30分
【ところ】　名張産業振興センターア
スピア　４階
※予約優先（１人 30分程度）
【対象者】　伊賀地域に在住・在勤の人
【申込先・問い合わせ】
　東海税理士会上野支部　
　☎51-0932（午前９時～午後４時）
　http://www.ict.ne.jp/~zei-ueno/
【問い合わせ】　課税課
　☎ 22-9613　FAX 22-9618

自衛官になりませんか募集

【募集種目】　自衛官候補生（男子）
【応募資格】
　18歳以上 27歳未満の人
【試験日】　9月 23日㈮・24日㈯・
27日㈫・28日㈬、10月 22日㈯、
11月 20日㈰、12月 18日㈰
※いずれか 1日を選択
【試験場】　久居駐屯地（津市久居新
町 975番地）　
【試験種目】
　筆記試験（国語・数学・社会・作文）・
口述試験・適性検査・身体検査
※合格発表の日程は試験日にお知らせ
　します。
※自衛官候補生の募集は、年間を通
　じて行っています。
　詳しくはお問い合わせいただく
か、インターネットで自衛隊三重を
検索してください。
【応募先・問い合わせ】　自衛隊伊賀
地域事務所　☎ 21-6720（平日の
午前９時～午後６時）

模擬裁判員裁判の見学募集

　10月１日から７日までは「法の
日」週間です。
　津地方裁判所・津地方検察庁・三
重弁護士会では、裁判員制度につい
て理解を深めていただくための催し
を行います。
【と　き】　10月６日㈭
　午後１時５分～（午後１時までに
集合）
【ところ】
　津地方裁判所（津市中央 3-1）
【内　容】
　大学生が裁判員役を務める模擬裁
判員裁判の見学・模擬裁判終了後に
法廷などの設備や裁判員裁判の進め
方の説明
【定　員】　15人　※先着順
【申込期間】
　９月 20日㈫～ 28日㈬　
※土・日曜日、祝日を除く。
【申込先・問い合わせ】
　津地方裁判所事務局総務課
　☎ 059-226-4172
　（平日の午前９時～午後５時）

危険物取扱者試験・
予備講習会

募集

◆危険物取扱者試験予備講習会
【と　き】
　10月７日㈮
　午前９時～午後５時
【ところ】
　中消防署西分署　２階会議室
【定　員】　80人
【申込受付期間】
　９月 13日㈫～ 30日㈮
【申込先・問い合わせ】
　消防本部予防課
　☎ 24-9103　FAX 24-9111
◆危険物取扱者試験（後期）
【と　き】
　11月３日（木・祝）
○乙種４類
　午前 10 時～正午・午後１時 30
分～３時 30分
○丙種
　午前 10時～ 11時 15分
【ところ】
　伊賀市勤労者福祉会館（上野丸之
内 182番地の３）
【申込方法】
①消防本部・各消防署・各分署にあ
　る願書に必要事項を記入の上、郵
　送してください。
※詳しくは願書をご覧ください。
②電子申請
※（一財）消防試験研究センターのホー
　ムページからお申し込みください。
【申込期限】　　
①郵送：９月 12日㈪　※消印有効
②電子申請：９月９日㈮
【申込先・問い合わせ】
　（一財）消防試験研究センター三重県
支部　☎ 059-226-8930

点訳ボランティア養成講習会募集

　上野点字図書館では、点字図書の
製作に携わっていただける点訳ボラ
ンティアの養成講習会を開催します。
【と　き】
　10 月 7 日～平成 29 年 3 月 10
日までの毎週金曜日
　午前 9時 30分～ 11時 30分
※ 12月 23日・30日、平成 29年
　1月 6日を除く。（全 20回）
【ところ】
　上野点字図書館（上野寺町 1184
番地の 2）
【内　容】　点字の読み方から点訳の
基礎知識の習得
【対象者】　
○初めて点訳を学ぶ人
○ 15回以上出席できる人
○パソコンを使える環境にある人
○講習会終了後も継続して活動に協
　力していただける人
【定　員】　15人程度
【申込期限】　9月 23日㈮
【申込先・問い合わせ】
　上野点字図書館　☎ 23-1141
※日曜日・祝日を除く午前9時～午
　後 5時まで
　障がい福祉課
　☎ 22-9657　FAX 22-9662
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　上野総合市民病院で、オープンホス
ピタルを開きました。
　この催しは、小学生から大学生・専門
学校生までを対象として、将来病院で働
こうと考えている人に医療の現場を体
験してもらうことを目的に開催してい
ます。
　この日は実際に医療機器を使用した
業務体験ができ、参加した約 50 人は
病院のさまざまな仕事について理解を
深める１日となりました。

オープンホスピタル（８月６日）

病院の仕事を学ぼう

▲看護師の業務体験では、血圧測定
　などを体験しました。

　ハイトピア伊賀で、伊賀線開業100
周年記念イベントが開催されました。
　会場には、運転シミュレーション
のコーナーや伊賀線の沿線を再現し
たジオラマの展示などがあり、訪れ
た人は伊賀線の魅力を堪能しました。
　また、伊賀鉄道上
野市駅では、100周
年記念列車「バース
デー・スイ－ツトレ
イン」の出発式を行
い、多くの人が大き
な拍手で記念列車を
見送りました。

伊賀線開業 100周年記念イベント（８月７日）

歴史を刻む地域の鉄道

まちかど通信

▲来賓によるテープカットと、白
　鳳幼稚園の園児によるくす玉割
　りが行われました。

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

▲県立伊賀白鳳高等学校パティシ
　エコースの生徒がこの日のため
　に製作したバースデーケーキな
　どが用意されました。

▼放射線科技師の業務体験では、腹
　部エコー検査の機械を使って画面
　に表示される体内の様子を観察し
　ました。

▲運転シミュレーションを体験す
　る子どもの様子。
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　上野公園とその周辺施設で、ライトアッ
プイベント「お城のまわり」を開催しました。
　２日間にわたり、上野公園やその周辺に
ある歴史的建造物群のライトアップのほ
か、施設に映像を映し出すプロジェクショ
ンマッピングなど、さまざまな催しを行い
ました。
　訪れた人は、普段とは違う姿を見せた伊
賀の夜を楽しんでいる様子でした。

ライトアップイベント「お城のまわり」
（８月 13・14日）

灯
あか
りをともして

小・中
学
生
の
た
め
の
コ
ラ
ム
で
す

本紙 20ページの
「防

ぼ う さ い

災の日と防
ぼ う さ い

災週間」について、
わかりやすく解

か い せ つ

説します。

こども広場
「地

じ

震
しん

について考えよう」

週間」について、週間」について、週間」について、週間」について、

▲国史跡旧崇広堂ではふれあい
　呈茶会が開かれ、ライトアッ
　プされた庭を眺めてお茶を楽
　しむ姿が見られました。

日
本
は
地じ

震し
ん

の
多
い
国
で
す

　
地
球
の
表
面
は
プ
レ
ー
ト
と
呼よ

ば
れ
る
厚あ
つ
い
岩が
ん
ば
ん盤
が
重
な
り
合
っ

て
で
き
て
い
ま
す
。
プ
レ
ー
ト
は

少
し
ず
つ
動
い
て
い
て
、
跳は

ね
上

が
っ
た
り
割わ

れ
た
り
し
た
と
き
に

地じ

震し
ん

が
発
生
し
ま
す
。
日
本
は
世

界
の
中
で
も
特
に
地じ

震し
ん
が
多
い
国
で
す
。

　
今
回
は
地じ

震し
ん
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

地じ

震し
ん

の
と
き
の
正
し
い
行
動

　
次
の
ク
イ
ズ
を
解と

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
１
．「
部
屋
の
中
に
い
る
と
き
に
大
き
な
地じ

震し
ん

が
発
生
し
た
。
す
ぐ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
ど
っ
ち
？
」

①
ド
ア
を
開
け
て
急
い
で
外
に
出
る
。

②
丈じ

ょ
う

夫ぶ

な
机つ

く
えの

下
に
も
ぐ
り
、頭
や
体
を
守
る
。

問
２
．「
家
族
と
離は
な
れ
て
い
る
と
き
に
地じ

震し
ん
が

発
生
し
た
。
そ
ん
な
と
き
の
た
め
に
決
め
て

お
く
こ
と
で
、
正
し
い
の
は
ど
っ
ち
？
」

①
安
全
な
集
合
場
所
を
家
族
で
決
め
て
お
く
。

②
危き

険け
ん

で
も
自
宅
に
集
ま
る
と
決
め
て
お
く
。

地じ

震し
ん
に
備そ
な
え
て
準じ
ゅ
ん

備び

を
し
て
お
こ
う

　
み
な
さ
ん
、
ク
イ
ズ
の
答
え
は
分
か
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
。

　
問
１
の
答
え
は
②
で
す
。

　

地じ

震し
ん

が
発
生
し
た
ら
、
慌あ

わ

て
ず
に
机つ

く
えの

下

や
倒た
お

れ
そ
う
な
家
具
が
な
い
と
こ
ろ
な
ど
、

安
全
な
場
所
に
避ひ

難な
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
地じ

震し
ん

が
お
さ
ま
っ
た
ら
家
族
や
先
生
の
指し

じ示
に
従

し
た
が

い
ま
し
ょ
う
。

　
問
２
の
答
え
は
①
で
す
。

　

地じ

震し
ん

は
家
族
と
一い
っ
し
ょ緒
に
い
る
と
き
に
起
こ

る
と
は
限か
ぎ

り
ま
せ
ん
。
事
前
に
避ひ

難な
ん

場
所
や

連れ
ん
ら
く絡
方
法
を
家
族
と
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

地じ

震し
ん

が
発
生
す
る
と
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
正

し
い
行
動
が
取
れ
な
く
な
り
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
と
き
の
た
め
に
、
地ち

域い
き

や
学
校
で
の
避ひ

難な
ん

訓
練
は
と
て
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
地じ

震し
ん

の
規き

ぼ模
が
大
き
い
と
、
助
け
を
受
け
ら
れ
る

ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
最
低
で
も
１
人
あ
た
り
３
日
分
の
食
べ

物
や
飲
み
物
な
ど
を
準じ
ゅ
ん

備び

し
て
お
く
よ
う
、

家
族
で
確か
く
に
ん認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

地じ

震し
ん

に
つ
い
て
少
し
で
も
分
か
り
ま
し
た

か
。
こ
れ
を
機
会
に
家
族
や
友
達
と
話
し
合
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
総そ
う
ご
う合
危き

き機
管
理
課

　
☎
22
・
９
６
４
０　
℻  
24
・
０
４
４
４

▲伊賀上野城の竹灯りでは訪れた人
　も一緒に火を灯すことができ、多
　くの人が集まりました。
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長引く場合はご注意を

腰痛や足のしびれ・痛み
カラ
ダのこ

と
おしえて！

昨日よりも
健康に。

カラダの話

【問い合わせ】　上野総合市民病院　☎ 24-1111

腰痛や足のしびれ・痛みに潜む「背骨」の病気
　腰痛や足のしびれは誰もが経験したことのある症
状ではないでしょうか。一般的には、無理をしなけ
れば自然に治ることが多いですが、なかには専門的
な治療を要する場合があります。
　長引く腰痛や足のしびれ・痛みには、腰

よう

部
ぶ

脊
せきちゅうかん

柱管
狭
きょうさくしょう

窄症や腰
よう

椎
つい

椎
つい

体
たい

骨折、腰
よう

椎
つい

椎
つい

間
かん

板
ばん

ヘルニアなど背
骨の病気が潜んでいることがあります。まずは原因
を特定することが治療の第一歩といえます。 
背骨や椎間板の変形が引き起こすさまざまな症状
　腰部脊柱管狭窄症は、特殊な病気ではなく、年齢と
共に変形した背骨や椎間板により、神経の通り道（脊
柱管）が狭くなり、神経が圧迫され、神経痛や間

かん

欠
けつ

性
せい

跛
は

行
こう

といった症状が生じます。間欠性跛行とは、座っ
ていたら症状はないのに、歩き出すとお尻から足にか
けてしびれや痛みが出て歩けなくなるというものです。
検査後、まずは保存療法を
　検査はMRI が有効で、レントゲンでは写らない
椎間板や神経も見ることができ、圧迫部位の特定に

大変役立ちます。
　また、高齢者の場合、背
骨に新しい骨折が生じてい
ないかを確認することもで
きます。
　治療としては、まずは薬の服用などの保存療法で、
神経痛を軽減させたり、生活動作指導により改善で
きる場合があります。
神経の圧迫を改善するために手術が必要になることも
　長く続く強い痛みや間欠性跛行、足の筋力低下（運
動麻痺）などの症状があれば、神経が相当な負担を
受けているため、圧迫を取り除くための手術が必要
な場合があります。
　現在の医療では、神経を直したり生き返らせる手
術はできませんので、神経に回復力が残っている間
に神経の圧迫を取り除く手術をすることが大切です。
　腰痛や足のしびれ・痛みが長引いて困っている人
は、一度整形外科にご相談ください。

（整形外科　新谷　健）

防災の日と防災週間
◆ 災害に備えて防災・減災に取り組みましょう

　今から約 90年前の 1923（大正 12）年９月 1日は、
関東大震災が起きた日です。
　国では、９月１日を「防災の日」、８月 30日～９
月５日を「防災週間」と定め、災害に対する認識を新
たにする機会としています。
◆家の中を安全に
　家具が転倒・落下・移動すると直接物が当たってけ
がをするだけではなく、割れた食器を踏んだり、避難
通路をふさぐなどの危険があります。阪神・淡路大震
災での死亡原因の約９割が家屋の倒壊や家具類の転倒
による圧死や窒息死でした。
　災害から命を守るために、家具の固定や配置の工夫
をするとともに住まいの耐震性も確認しましょう。
◆非常持出品・備蓄品の準備を
　災害の規模が大きくなると、救援を受けられるまで
の時間が長くなることが予想されます。１人あたり最
低３日分の食料や水などを備え、年１回は食料の期限
が過ぎていないか確認しましょう。赤ちゃんや高齢者
などの家族に応じた物を用意することも大切です。

◆家族との連絡方法の確認を
　災害用伝言ダイヤル 171、災害用伝言板などの活
用方法を知り、家族内で避難場所などの情報をどこに
残すかを話し合い、自宅が被災した場合に備えて集合
場所を決めておきましょう。
◆情報の活用
　地震の際、市・携帯電話各社・ケーブルテレビなど
が災害の情報を発信していることをご存じですか。
○緊急地震速報：大きな地震の発生直後に各地の強い
　揺れの到達時刻や震度を予想し、可能な限り素早く
　知らせる情報
○防災行政無線：市内に設置している屋外拡声器（ス
　ピーカー）や個別受信機で震度速報を放送するもの
○あんしん・防災ねっと：登録型の災害時緊急メール
　配信サービス
※災害時の緊急情報 ･避難所情報や休日 ･
　夜間診療所情報などが閲覧できます。登
　録は右のQRコードを読み込むか「あん
　しん・防災ねっと」で検索してださい。

【問い合わせ】総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻   24-0444

▲QRコード
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　マナーは他人を思いやる気持ちであり、公共交通に
おいても一人ひとりが気をつけなければなりません。
子どもにとっては、公共交通の利用が公共マナーを身
につけるチャンスにもなります。まずは自分が嫌だな
と思うことはしないことが大切です。

　また、マナーを守るほかにも、駅のホームでの歩き
スマホや、線路に立ち入る行為、停車直前のバスの車
内で立ち上がる行為などは、自分だけでなく周りの人
にも危険が及びますので、絶対にしないでください。
　これらを守って、みんなで楽しく
公共交通を利用しましょう。
【問い合わせ】　交通政策課
　☎ 22-9663　℻   22-9852

マナーを守って公共交通を利用しよう

公共交通を利用しましょう

　三重県内で交通死亡事故が多発しています。
　県内の交通死亡事故の特徴として次のことが挙げら
れます。
○死亡事故に対する高齢者の割合が高い
○歩行中に事故にあい、死亡する人が多い
○シートベルトの着用率が低い
　さらに、伊賀警察署管内で発生の多い事故形態とし
ては、『追突』や『出会い頭』の事故が挙げられます。
　これらの事故を防ぐためには、車の運転者は車間距
離をとり、スピードを控えめにして安全な速度で走行
することが大切です。また、車に乗るときは必ずシー
トベルトを着用しましょう。
　交差点では、信号を守り、一時停止や徐行をして、
しっかりと安全を確認することが必要です。
　歩行者は、明るくめだちやすい服装を心がけ、特に
夜間外出する際は、反射材を活用しましょう。

【問い合わせ】　伊賀警察署　☎ 21-0110
　　　　　　　名張警察署　☎ 62-0110

交通事故を減らすために

伊賀警察署だより

地方創生と人権　－総合政策課－
　伊賀市の人口は、2010（平成 22）年に 10 万
人を下回り、このままの状態が続くと約 45年後
の 2060 年には 5万 3,000 人くらいに減少して
いくと予想されています。
　市では、人口減少に歯止めをかけ、引き続き活
力あるまちを維持していくという「地方創生」の
取り組みのために、2015（平成 27）年 10 月に
「来たい・住みたい・住み続けたい“伊賀”づくり」
をテーマに「伊賀市まち・ひと・しごと創生総合
戦略」を策定しました。
　「地方創生」と「人権の尊重」とは、直接関係が
ないように思えるかもしれません。しかし、一人
ひとりの人権が認められ、多様性が尊重されてこ
そ、それぞれの個性や能力が発揮でき、活力ある
社会を維持することにつながるのではないでしょ
うか。
　市では、「伊賀市まち・ひと・しごと創生総合

戦略」の策定にあたって、未婚率や出生率といっ
た統計データの分析を行っていますが、結婚や
出産は個人の決定に基づくものであり、特定の
価値観を押しつけることや、プレッシャーを感
じさせることがないようにする配慮が必要です。
　このことからも、互いの違いや生き方を認め合
い、人権を尊重することは、地方創生に取り組む
にあたっての大切な視点であるといえます。
　また、伊賀市は、全国でも外国人住民の割合が
高く、定住化が進んでいます。総合戦略の中でも、
外国人住民が地域社会の一員として活躍できる多
文化共生社会を推進することを市独自の視点とし
て掲げていますが、これも魅力あるまちづくりに
つながるのではないでしょうか。
　人権の尊重という視点を大切にしながら、「来た
い・住みたい・住み続けたい」と思われる伊賀市
をみんなでつくっていきましょう。

人権について考えるコラムです。

い・住みたい・住み続けたい」と思われる伊賀市

明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策・男女共同参画課 ☎ 47-1286　℻   47-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

◆公共交通での主なマナー
○大声で騒がない　○座席を余分にとらない
○携帯電話で通話をしない
○降りる人より先に乗ろうとしない　など

７～９月は
公共交通機関
利用促進期間
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図書館
　　だより
図書館
　　だより

■一般書　
『ねないこはわたし』　せな　けいこ／作・絵
『通信料金の不思議』

　テレコムインサイド／編
■児童書
『世界一の三人きょうだい』

グードルン・メプス／作
『猛毒生物大図鑑』　　 　　長沼　毅／監修
『江戸を楽しむ！絵ときなぞなぞ』

岩崎　均史／監修
■絵本
『ねずみくんとおばけ』

なかえ　よしを／作、上野　紀子／絵
『スタジオジブリの乗り物がいっぱい』

  スタジオジブリ／監修

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

□絵本
『ジョンくんのてがみ』

新川　智子／作、市居　みか／絵
　ジョンくんはおばあちゃんにお手紙を書きま
した。どんぐりに、木の葉に、玉ねぎの皮に…。
ところが、どれもおばあちゃんに届けることが
できませんでした。４通目のお手紙は届くかな？

□一般書　
『食べて、育てるしあわせ野菜レシピ』

大橋　明子／著
　「ヤマイモの皮からムカゴ」「ポップコーンの
豆からコーンスプラウト」など、今すぐ始めら
れる簡単で楽しい再生栽培の方法と、その調理
方法を教えてくれる一冊です。

今月の新着図書

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
９月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）
７日㈬ 10：00～ いがまち図書室 絵本の時間（お話の国アリス）

10日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会
大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

13日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）
14日㈬ 10：30～ いがまち図書室 ミニサロンひまわり
18日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

20日㈫ 14：30～ 島ヶ原老人福祉センター（清流）読み聞かせ会（ネェよんで）

21日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

24日㈯ 10：00～ いがまち図書室 読み聞かせ会
（ぶらんこ）

10：30～ 上野図書館 おはなしの会
27日㈫ 13：30～ 青山図書室 おはなしなあに？
28日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

10月5日㈬
10：00～ いがまち図書室 絵本の時間（お話の国アリス）

10：30～ 青山子育て支援センター あかちゃんこんにちは（だっこ）

　出口治明さんをお招きして、図書館とはどんな場所
なのかを語っていただきます。　　
【と　き】　９月 17日㈯　午後２時～３時 30分
【ところ】　上野図書館　視聴覚室
【内　容】　「図書館と私」

【講　師】　ライフネット生命保険　代表取締役会長
　出口　治明さん
【定　員】　60人　※先着順
【申込受付開始日時】　９月８日㈭　午前９時～
【申込方法】　上野図書館へ電話でご連絡ください。

～図書館を考える講演会～

　絵本や紙芝居の読み手として、またはスタッ
フとして、「小学生による秋のおはなし会」を一
緒にしてくれるお友達を募集します。
【と　き】
○練習：９月 24日㈯
○リハーサル・本番：10 月 15日㈯
　いずれも午後１時 30分～（２時間程度）
【ところ】　上野図書館　視聴覚室
【対象者】　小学校４～６年生（両方の日程に参加
できる人）
【定　員】　10人　※先着順
【申込受付開始日時】　９月10日㈯　午前９時～
【申込方法】
　上野図書館へ電話でご連絡ください。

いっしょにおはなし会をつくろう！
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情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市広報課　☎ 0748-65-0675 【問い合わせ】　亀山市広報秘書室　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやまとなりまち　い
甲賀市甲賀市

　甲賀市水口町牛飼地区の
水田で、地区内を走る信楽
高原鐵

てつ
道
どう
の車窓から見える

「田んぼアート」が完成し、
見頃を迎えています。
　水田には、黄や黒、白な
ど５種類の苗を使い、甲賀

市観光協会・甲賀市商工会のキャラクター「にん
じゃえもん」が手裏剣を持って走る姿が描かれて
います。
　ぜひ、車窓から田んぼアートをご覧ください。
【見　頃】　10月８日㈯の稲刈りまで
【ところ】　甲賀市水口町牛飼地区（信楽高原鐵道
貴生川駅～紫香楽宮跡駅間）
※貴生川駅を出発し、約３分後に進行方向左手に
　見えます。
【問い合わせ】　甲賀市役所観光企画推進室
　☎ 0748-65-0708　℻   0748-63-4087

～車窓から見える「にんじゃえもん」～
甲賀流田んぼアート

亀山市亀山市

～すがすがしいひとときを広大な茶畑で～
亀山青空お茶まつり

　亀山市の特産品「亀
山茶」。約 88ha の茶
生産団地「中の山パイ
ロット」で、生産者と
消費者との交流を目的

に「亀山青空お茶まつり」が開催されます。お茶
にちなんだ楽しいイベントが盛りだくさんです。
【と　き】　９月 18日㈰　午前 10時～午後２時
【ところ】
　中の山パイロット特設会場（亀山市太森町）
【内　容】　茶摘み体験・手もみ実演・電子レンジ
でお茶づくり・紙風船飛ばし・バンド演奏・フォ
トコンテスト表彰式・農産物販売　など
【アクセス】　東名阪自動車道「亀山 IC」から約10分
【問い合わせ】
　亀山青空お茶まつり実行委員会事務局
　（三重茶農業協同組合内　☎ 059-329-3121
　亀山市環境産業部農政室　☎ 0595-84-5082）

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615番地　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は、診療終了時刻の 30分前までにお願いします。
◆夜間・日曜日および祝日診療を行っている医療機関については、
　三重県救急医療情報センター（☎ 24-1199）へお問い合わせください。

◉伊賀市救急相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22

（フリーダイヤル）
　医師・看護師などが 24時間年中
無休体制で、救急医療や応急処置な
どに関する相談に応じます。（通話
料・相談料：無料）

９月の二次救急実施病院

＊小児科以外の診療科です。

≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前９時～翌日午前８時45分
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず事前に連絡
が必要です。
　【上野総合市民病院（☎ 24-1111）】
　【名張市立病院（☎ 61-1100）】
　【岡波総合病院（☎ 21-3135）】

◉各病院の受け入れ体制

※重症者が重なり、診察できない場合があります。また、非当番日は救急の受け入れを行いません。
※二次救急（重症）の人が対象です。

日 月 火 水 木 金 土
１
　名張

２
　上野

３
　名張

４
　名張

５
　岡波

６
　名張

７
岡波・名張

８
　名張

９
　上野

10
　上野

11
　岡波

12
　岡波

13　
　上野

14
岡波・名張

15
　名張

16
　上野

17
　名張

18
　名張

19
　岡波

20
　名張

21
岡波・名張

22
　名張

23
　上野

24
　上野

25
　岡波

26
　岡波

27
　上野

28
岡波・名張

29
　名張

30
　上野

＊小児科以外の
診療科です。
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市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
郷
土
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
の
上
に
、

さ
ら
な
る
関
心
と
深
い
理
解
を
得
る
こ
と

を
目
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
も
な
く
、
こ
の
市
史
編
さ
ん
事
業
の

６
回
目
の
配
本
で
あ
る
『
伊
賀
市
史
第
２

巻 

通
史
編 

近
世
』
を
発
刊
し
ま
す
。

　
今
回
発
刊
の
第
２
巻
は
、
既
刊
の
『
第

５
巻 

資
料
編 

近
世
』
や
さ
ま
ざ
ま
な
資

料
を
も
と
に
、
江
戸
時
代
の
伊
賀
市
域
の

歴
史
に
つ
い
て
叙
述
し
た
も
の
で
す
。
本

文
約
９
７
０
頁
、
巻
頭
写
真
15
点
で
、
本

文
に
は
写
真
１
４
５
点
、
図
表
２
３
１
点

を
収
め
ま
し
た
。
ま
た
、
巻
末
に
は
寺
子

屋
や
寺
院
・
神
社
な
ど
の
一
覧
表
を
付
け

ま
し
た
。

　
本
文
の
内
容
は
、
藤
堂
高
虎
の
伊
賀
入

国
か
ら
廃
藩
置
県
ま
で
の
歴
史
を
全
９
章

に
ま
と
め
、
伊
賀
城
代
藤
堂
采う

ね
め女

家
を
中

心
と
し
た
藤
堂
藩
政
、城
下
町
や
宿
場
町
、

村
々
に
お
け
る
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
描

い
て
い
ま
す
。　
　
　

　
ま
た
、
無む

足そ
く

人に
ん
制
度
や
伊
賀
者
と
い
っ

た
伊
賀
地
域
の
歴
史
な
ら
で
は
の
事
柄
に

注
目
し
、
忍
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
き
く

異
な
る
伊
賀
者
の
実
像
に
も
迫
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
当
時
の
災
害
を
現
代
の
教
訓

に
す
る
た
め
、
伊
賀
国
北
部
を
震
源
と
し

た
幕
末
の
大
地
震
「
安
政
伊
賀
地
震
」
に

つ
い
て
、
そ
の
発
生
状
況
や
被
害
状
況
な

ど
を
叙
述
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
俳
聖
松
尾
芭
蕉
を
生
み
出

し
た
俳
諧
文
化
を
は
じ
め
、
江
戸
時
代
の

文
人
や
著
作
物
、
さ
ら
に
は
伊
賀
地
域
の

産
物
な
ど
に
つ
い
て
も
叙
述
す
る
な
ど
、

高
虎
を
し
て
「
秘
蔵
の
国
」
と
言
わ
し
め

た
、
近
世
伊
賀
国
の
歴
史
が
凝
縮
さ
れ
た

一
冊
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
か
ら
購
入
予
約
の
受
付
を
開
始

し
、
12
月
に
は
市
内
の
書
店
な
ど
で
販
売

を
は
じ
め
る
予
定
で
す
。
11
月
末
ま
で
に

ご
予
約
を
い
た
だ
い
た
場
合
、
特
価
４
，

０
０
０
円
（
定
価
５
，０
０
０
円
）
で
お

求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

　
購
入
方
法
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
書
店
で
ご
案
内
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
課
市
史
編
さ
ん
係

　
☎
52
・
４
３
８
０　
℻  
52
・
４
３
８
１

『
伊
賀
市
史
』
第
２
巻　

ま
も
な
く
発
刊
！

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り

（42）

▲

安
政
伊
賀
地
震
の
上
野
城
被
害
図

　（
伊
賀
文
化
産
業
協
会
所
蔵
）

市長の伊賀じまん

　伊賀は、石の文化が息づいている地域です。
　例えば、伊賀上野城の高石垣は誰が見てもすごい
なぁと思うのではないでしょうか。伊賀は古くから
荒木石などの良質な花

か
崗
こう
岩
がん
などの石材に恵まれたこ

とから、大和や近江の影響を受けて石造美術品が盛
んに造られました。
　槙山の山中に残る石造物で、鎌倉後期の特徴を持
つ石
せき
造
ぞう
宝
ほう
篋
きょう
印
いん
塔
とう
は非常に立派なもので、その美しさに

心を惹かれます。また、石
せき
幢
とう
と言って、灯

とう
篭
ろう
の明かり

を灯す部分を造っていない石造物があります。普賢院
（玉瀧）の六角型の石幢は６面に地蔵が刻まれ、美し
い彫技が見られます。隣接する玉瀧神社の境内には、
手洗鉢として利用されている国内最大の石造湯

ゆ
槽
ぶね
（石

の風呂）があり、鎌倉後期の作とされています。
　また、市街地から国道 163号を大山田方面に向か
う途中に、中ノ瀬磨

ま
崖
がい
仏
ぶつ
という鎌倉期から室町期に

かけて造られた磨崖仏（岩壁に彫られた仏像）があ
ります。服部川を挟んで南側に街道があった頃は、

旅人たちが旅の安全を願って対岸を拝んだのでしょう。
　伊賀市内ではあちらこちらでお地蔵さんがまつら
れ、８月に地蔵盆が行われています。子どもの頃は、
地蔵盆が楽しみであるのと同時に、夏休みの終わりを
告げる行事として、この時期になると嬉しさとともに
少し寂しさを感じたものです。私が知っている地域の
地蔵盆では、子どもたちが「なんぶくなんぶくお地蔵
さん、梨、栗、おあげなしておくれんか」などと唱え
ごとをしてお参りの人々を迎えていたことも懐かしい
思い出です。地蔵盆は京都や奈良、滋賀などで盛んな
風習ですが、伊賀でもこの風習が今も生きています。
　石にまつわる文化や美術品は、普段は目を向ける
機会が少なく、また、どこにでもあると思いがちで
すが、実はほかではなかなか見ることができない誇
るべきものです。ぜひ皆さんにも石の文化を訪ねて
いただきたいと思います。　　（伊賀市長　岡本　栄）

ー伊賀に息づく石の文化ー

▼市内の地蔵盆　

▲

普賢院の石幢


